
特別の教科 道徳



この事例のポイント
・事前学習で使用したスライドを大型モニタに提示して全員で振り返ることで、教材内容の把
握や問題意識をもつことにつなげている。
・生徒は、他者の考えに影響されることなく自分の考えをもち、ICT端末に打ち込んでいく。

ICT端末上に色分けされた意見を瞬時に見分け、より多くの友の考え方に触れている。教師
も、生徒の立場や考えを短時間で把握している。
・クラウドで共有された意見を自分のタイミングで見ることができたことで、多様な考え方を
参考にして、多面的・多角的に考えを発展させている。

学年・主題名：中学校２年・「命とはどのようなものか」
教材名・内容項目：「つながる命」・D（19）生命の尊さ

【問題意識をもち考える場面】

教師は、教材に出てくる「臓器移植」が生徒にとって
馴染みが薄く、他人事に捉えてしまうのではないかと感
じていたため、事前に「臓器移植」についての学習を行
った。教材を読む前に、大型モニタに提示されたスライ
ドで事前に学習した内容を振り返ることで、本時の教材
内容の把握につながっただけでなく、教材に含まれる道
徳的価値への関心が高まった。

【他者と対話する場面】

グループで、臓器提供をめぐる２つの立場で話し合う
中で、Ａ生は「これ以上大切な家族の身体が傷つけられ
るのは嫌だ」という友の意見を聞き、改めて端末上に共

有された友の意見を読み返した。「まだ生きている命を
途絶えさせることになる」という考えに立ち止まり、生
命について多面的・多角的に考え、多様な考え方への関
心が高まり、友と話し合うことの活性化につながった。

【自分の考えをもち、ICT端末に示し共有する場面】
「臓器を提供する側」と「臓器を提供される側」に分

かれ、それぞれの立場で家族の思いを考え入力した。立
場によって色を分けたことで、どちらの立場の意見かを
瞬時に見分けることができた。生徒たちは、クラウド上
で共有された友の意見を読んで多様な考え方に触れ、同
じ立場でも様々な考え方があることに気づいていた。

見方・考え方
I C Tの 活 用
学 習 場 面

自分との関わりで考えたり様々な見方で捉えて考えたりすること
自己の内面を言語化し、多様な感じ方や考え方を把握する
問題意識をもち、自分との関わりで捉えて考える場面・他者と
対話する場面
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